
令
和
六
年
一
月
十
六
日

一

大
分
県
報
（
告
示
）

令

和

六

年

第

四

七

六

号

一
月
十
六
日

（　火 曜 日　）

目　
　
　
　
　
　
　

次

　
　
　
　
　
　
　
告
　
　
　
　
　
示

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
医
師
の
指
定  

一

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
定
施
設
の
設
置
許
可
申
請  

一

知
事
が
所
管
す
る
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
（
三
件
）  

四

令
和
五
年
度
臨
時
種
畜
検
査
に
合
格
し
た
種
畜  

五

土
地
改
良
法
に
よ
る
換
地
計
画
の
決
定
及
び
縦
覧
（
県
営
事
業
）  

五

土
地
改
良
法
に
よ
る
換
地
計
画
変
更
の
決
定
及
び
縦
覧
（
国
営
事
業
）  

五

道
路
区
域
の
変
更  

六

道
路
の
供
用
開
始
（
三
件
）  

六

建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定  

七

大
分
県
立
庄
内
屋
内
競
技
場
の
管
理
に
係
る
事
務
の
委
託  

七

　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
告
示

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定  

七

　
　
　
　
　
　
　
警
察
本
部
訓
令

大
分
県
警
察
少
年
警
察
活
動
規
程
の
一
部
改
正  

八

　
　
　
　
　
　
　
公
　
　
　
　
　
告

県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了  
九

所
在
不
分
明
者
に
対
す
る
保
安
林
指
定
予
定
通
知
の
掲
示  

九

落
札
者
等
の
公
示  

九

○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
十
二
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
師
と

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

㈱
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン
ツ　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

し
て
次
の
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

指
定
障
害
区
分

医
師
氏
名

勤　

務　

場　

所

指 

定 

年 

月 

日

心
臓
の
機
能
障
害

丸　

尾　

啓
一
郎

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推

進
機
構　

南
海
医
療
セ
ン
タ
ー

佐
伯
市
常
盤
西
町
七
番
八
号

令
五
・
一
二
・
一
四

音
声
・
言
語
機
能
障
害

肢

体

不

自

由

麻

生

大

吾

佐
伯
中
央
病
院

佐
伯
市
常
盤
東
町
六
番
三
十
号

〃

呼
吸
器
の
機
能
障
害

宮

島

佳

子

佐
伯
中
央
病
院

佐
伯
市
常
盤
東
町
六
番
三
十
号

〃

心
臓
の
機
能
障
害

森　
　
　

和　

樹

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

由
布
市
挾
間
町
医
大
ヶ
丘
一
丁
目

一
番
地

〃

呼
吸
器
の
機
能
障
害

ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
障
害

首

藤

久

之

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

由
布
市
挾
間
町
医
大
ヶ
丘
一
丁
目

一
番
地

〃

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸

の

機

能

障

害

藤

浪

弘

行

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

由
布
市
挾
間
町
医
大
ヶ
丘
一
丁
目

一
番
地

〃

視

覚

障

害

舩　

津　
　
　

淳

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

由
布
市
挾
間
町
医
大
ヶ
丘
一
丁
目

一
番
地

〃

大
分
県
告
示
第
十
三
号

　

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
次
の
と
お
り
当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果

に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

申
請
の
概
要



令
和
六
年
一
月
十
六
日

二

大
分
県
報
（
告
示
）

　

１　

申
請
者
の
住
所
及
び
名
称
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　
　
　

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
殿
町
三
丁
目
二
十
五
番
四
号

　
　
　
　

Ｓ
Ｂ
カ
ワ
ス
ミ
株
式
会
社

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

齊　

野　

猛　

司

　

２　

特
定
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

　
　
　

豊
後
大
野
市
三
重
町
玉
田
七
番
地
一

　
　
　
　

Ｓ
Ｂ
カ
ワ
ス
ミ
株
式
会
社　

大
分
事
業
所　

三
重
工
場

　

３　

設
置
さ
れ
る
特
定
施
設
の
種
類

　
　
　

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
四
十
七
号　

ロ　

ろ
過
施
設

種

類

ろ
過
施
設

能

力

採
水
時　
　

六
㎥
／
時

逆
洗
時　

一
八
㎥
／
時

洗
浄
時　
　

六
㎥
／
時

工

事

着

手

予

定

年

月

日

―

工

事

完

成

予

定

年

月

日

―

使

用

開

始

予

定

年

月

日

―

使

用

時

間

間

隔

連
続

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

二
四
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単　

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

㎥
／
日

三
・
六

三
・
六

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単　

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

水
素
イ
オ
ン
濃
度

七
・
一

七
・
一

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
Ｌ

一
・
三

一
・
三

化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
Ｌ

一
・
二

一
・
二

浮

遊

物

質

量

㎎
／
Ｌ

三
三
〇　
　
　
　

三
三
〇　
　
　
　

窒

素

含

有

量

㎎
／
Ｌ

一
・
五

一
・
五

り

ん

含

有

量

㎎
／
Ｌ

　

〇
・
九
七

　

〇
・
九
七

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

不
検
出

不
検
出

種

類

ろ
過
施
設

能

力

六
・
〇
㎥
／
時
／
基

工

事

着

手

予

定

年

月

日

―

工

事

完

成

予

定

年

月

日

―

使

用

開

始

予

定

年

月

日

―

使

用

時

間

間

隔

連
続

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

二
四
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単　

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

㎥
／
日

〇
・
七
五

〇
・
七
五

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単　

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

水
素
イ
オ
ン
濃
度

六
・
二

六
・
二

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
Ｌ

一
・
一

一
・
一

化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎
／
Ｌ

〇
・
五
未
満

〇
・
五
未
満

浮

遊

物

質

量

㎎
／
Ｌ

一
未
満

一
未
満

窒

素

含

有

量

㎎
／
Ｌ

〇
・
〇
五
未
満

〇
・
〇
五
未
満

り

ん

含

有

量

㎎
／
Ｌ

〇
・
〇
〇
五
未
満

〇
・
〇
〇
五
未
満

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

不
検
出

不
検
出

　

４　

汚
水
等
の
処
理
の
方
法

種

類

沈
殿
式
排
水
処
理
槽

処

理

方

式

沈
殿
分
離
方
式

能

力

一
〇
四
㎥
／
日

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

主

要

寸

法

縦
一
〇
ｍ
×
横
一
〇
ｍ
×
深
さ
一
・
二
ｍ

工

事

着

手

予

定

年

月

日

―



令
和
六
年
一
月
十
六
日

三

大
分
県
報
（
告
示
）

工

事

完

成

予

定

年

月

日

―

使

用

開

始

予

定

年

月

日

―

使

用

時

間

間

隔

間
欠

一
日
当
た
り
の
使
用
時
間

八
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単　

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

処 

理 

前

処 

理 

後

処 

理 

前

処 

理 

後

㎥
／
日
　
　

八
七

　
　

八
七

　

一
〇
四

　

一
〇
四

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単　

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

処 
理 

前

処 

理 

後

処 

理 

前

処 

理 

後

水
素
イ
オ
ン
濃
度

五
・
八　
　

　

〜
八
・
六

五
・
八　
　

　

〜
八
・
六

五
・
八　
　

　

〜
八
・
六

五
・
八　
　

　

〜
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ
　
　
　

三

　
　
　

三

　
　
　

四

　
　
　

四

化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ
　
　
　

二

　
　
　

二

　
　
　

三

　
　
　

三

浮

遊

物

質

量
㎎
／
Ｌ
　
　

一
六

　
　

一
五

　
　

二
〇

　
　

一
五

窒

素

含

有

量
㎎
／
Ｌ
　
　
　

二

　
　
　

二

　
　
　

三

　
　
　

三

り

ん

含

有

量
㎎
／
Ｌ
　
　
　

一

　
　
　

一

　
　
　

二

　
　
　

二

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン

抽
出
物
質
含
有
量
㎎
／
Ｌ
　
　
　

一

　
　
　

一

　
　
　

二

　
　
　

二

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

三
、
〇
〇
〇

以
下

三
、
〇
〇
〇

以
下

三
、
〇
〇
〇

以
下

三
、
〇
〇
〇

以
下

種

類

浄
化
槽

処

理

方

式

担
体
流
動
・
ろ
過
方
式

能

力

三
五
〇
人
槽

構

造

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製

主

要

寸

法

縦
五
・
五
ｍ
×
横
九
・
九
七
ｍ
×
高
さ
三
・
二
六
ｍ

工

事

着

手

予

定

年

月

日

―

工

事

完

成

予

定

年

月

日

―

使

用

開

始

予

定

年

月

日

―

使

用

時

間

間

隔

連
続

一
日
当
た
り
の
使
用
時
間

二
四
時
間

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単　

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

処 

理 

前

処 

理 

後

処 

理 

前

処 

理 

後

㎥
／
日
　
　

三
六

　
　

三
六

　
　

四
五

　
　

四
五

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単　

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

処 

理 

前

処 

理 

後

処 

理 

前

処 

理 

後

水
素
イ
オ
ン
濃
度

五
・
八　
　

　

〜
八
・
六

五
・
八　
　

　

〜
八
・
六

五
・
八　
　

　

〜
八
・
六

五
・
八　
　

　

〜
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

二
六
〇

一
七

三
〇
〇

二
〇

化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

一
六
〇

二
〇

二
〇
〇

三
〇

浮

遊

物

質

量
㎎
／
Ｌ

二
一
〇

四
一

二
五
〇

五
〇

窒

素

含

有

量
㎎
／
Ｌ

三
五

二
〇

五
〇

三
〇

り

ん

含

有

量
㎎
／
Ｌ

七

三

一
〇

五

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン

抽
出
物
質
含
有
量
㎎
／
Ｌ

一
二
〇

四

一
五
〇

五

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

一
〇
〇
、
〇

〇
〇

三
、
〇
〇
〇

以
下

一
〇
〇
、
〇

〇
〇

三
、
〇
〇
〇

以
下

　

５　

排
出
水
の
量
及
び
汚
染
状
態
の
値

排

水

口

名

No.１

一
日
当
た
り
の
排
出
水
量

単　

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

㎥
／
日

六
〇
五

七
二
七

汚
水

項

目

単　

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

水
素
イ
オ
ン
濃
度

五
・
八
〜
八
・
六

五
・
八
〜
八
・
六



令
和
六
年
一
月
十
六
日

四

大
分
県
報
（
告
示
）

等
の

汚
染

状
態

の
値

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

四
・
〇

五
・
二

化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

三
・
一

四
・
七

浮

遊

物

質

量
㎎
／
Ｌ

七
・
七

一
三
・
二

窒

素

含

有

量
㎎
／
Ｌ

三
・
一

四
・
七

り

ん

含

有

量
㎎
／
Ｌ

一
・
一

二
・
二

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン

抽
出
物
質
含
有
量
㎎
／
Ｌ

一
・
三

二
・
三

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

三
、
〇
〇
〇
以
下

三
、
〇
〇
〇
以
下

排

水

口

名

No.２
・

No.３

一
日
当
た
り
の
排
出
水
量

単　

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

㎥
／
日

―

―

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単　

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

水
素
イ
オ
ン
濃
度

―

―

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

化
学
的
酸
素
要
求
量
㎎
／
Ｌ

―

―

浮

遊

物

質

量
㎎
／
Ｌ

―

―

窒

素

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

り

ん

含

有

量
㎎
／
Ｌ

―

―

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン

抽
出
物
質
含
有
量
㎎
／
Ｌ

―

―

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

―

―

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

雨
水
の
み

二　

事
前
評
価
に
関
す
る
書
面
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
場
所

　

１　

縦
覧
期
間

　
　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日
か
ら
同
年
二
月
六
日
ま
で

　

２　

縦
覧
場
所

　
　
　

大
分
県
生
活
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
豊
後
大
野
市
役
所

大
分
県
告
示
第
十
四
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公

の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日　

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

公
の
施
設
の
名
称

指　

定　

管　

理　

者

期　
　

間

指 

定 

年 

月 

日

大
分
県
立
別
府
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー

東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
二
番
地

　

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
共
同
事
業
体

　
　

代
表
者

　
　
　

株
式
会
社
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

　
　
　

ン
リ
ン
ケ
ー
ジ

　
　
　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　

平　

位　

博　

昭

令
和
六
年
四
月
一

日
か
ら
令
和
十
一

年
三
月
三
十
一
日

ま
で

令
和
五
年
十
二
月
二
十
五

日

大
分
県
告
示
第
十
五
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公

の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日　

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

公
の
施
設
の
名
称

指　

定　

管　

理　

者

期　
　

間

指 

定 

年 

月 

日

大
分
県
青
少
年
の
森

大
分
県
平
成
森
林
公

園大
分
県
神
角
寺
展
望

の
丘

大
分
市
花
園
二
丁
目
六
番
四
十
六

号
　

公
益
財
団
法
人
森
林
ネ
ッ
ト
お

　

お
い
た

　
　

理
事
長　

大　

友　

進　

一

令
和
六
年
四
月
一

日
か
ら
令
和
十
一

年
三
月
三
十
一
日

ま
で

令
和
五
年
十
二
月
二
十
一

日

大
分
県
告
示
第
十
六
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公

の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日　



令
和
六
年
一
月
十
六
日

五

大
分
県
報
（
告
示
）

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

公
の
施
設
の
名
称

指　

定　

管　

理　

者

期　
　

間

指 

定 

年 

月 

日

別
府
港
機
械
管
理
駐

車
場
・
県
営
三
号
上

屋
・
石
垣
地
区
緑
地

山
口
県
宇
部
市
港
町
一
丁
目
十
三

番
五
号

　

株
式
会
社
サ
サ
キ
コ
ー
ポ
レ
ー

　

シ
ョ
ン

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

勝　

吉

令
和
六
年
四
月
一

日
か
ら
令
和
八
年

三
月
三
十
一
日
ま

で

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二

日

大
分
港
大
在
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

大
分
市
大
字
大
在
六
番
地

　

株
式
会
社
大
分
国
際
貿
易
セ
ン

　

タ
ー

　
　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　

藤　

澤　

崇　

資

令
和
六
年
四
月
一

日
か
ら
令
和
十
一

年
三
月
三
十
一
日

ま
で

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二

日

大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園

高
尾
山
自
然
公
園

大
分
市
東
春
日
町
一
番
八
号

　

株
式
会
社
大
宣

　
　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　

朝　

倉　

弘　

美

令
和
六
年
四
月
一

日
か
ら
令
和
十
一

年
三
月
三
十
一
日

ま
で

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七

日

大
分
県
告
示
第
十
七
号

　

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
令
和
五

年
度
の
臨
時
種
畜
検
査
に
合
格
し
た
種
畜
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

種
畜
証
明
書
番
号

名
前

品
種

検
査
成
績

32344990002
Ｕ

9474

そ
の
他

級
外

32344990003
Ｕ

9526

そ
の
他

級
外

32344990004
Ｕ

9484

そ
の
他

級
外

32344990005
Ｕ

9805

そ
の
他

級
外

32344990006
Ｕ

9844

そ
の
他

級
外

32344990007
Ｕ

9835

そ
の
他

級
外

32344990008
Ｕ

9806

そ
の
他

級
外

32344990009
Ｕ

9889

そ
の
他

級
外

32344990010
Ｕ

9925

そ
の
他

級
外

32344990011
Ｕ

9991

そ
の
他

級
外

32344990012
Ｕ

4012

そ
の
他

級
外

大
分
県
告
示
第
十
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

水
田
畑
地
化
推
進
基
盤
整
備
事
業
の
施
行
に
係
る
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
換
地
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す

る
。

　

な
お
、
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

地　
　

区　
　

名

縦　

覧　

期　

間

縦 

覧 

場 

所

大
肥
地
区
竹
本
工
区

令
六
・　

一
・
一
六
か
ら

令
六
・　

二
・　

五
ま
で

日
田
市
役
所

大
分
県
告
示
第
十
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
営

緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
の
施
行
に
係
る
換
地
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
換
地
計
画
書
の
変

更
に
係
る
部
分
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

地　
　

区　
　

名

縦　

覧　

期　

間

縦 

覧 

場 

所



令
和
六
年
一
月
十
六
日

六

大
分
県
報
（
告
示
）

駅
館
川
地
区
有
徳
原
一
工
区

令
六
・　

一
・
一
六
か
ら

令
六
・　

二
・　

五
ま
で

宇
佐
市
役
所

大
分
県
告
示
第
二
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
一
月
十
六
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区　
　
　

間

区
域
変
更

前 

後 

別

敷
地
の
幅
員

延　
　

長

県
道
小
挾
間

大
分
線

由
布
市
挾
間
町
赤
野
字
台
一
四
六
三

番
九
か
ら

由
布
市
挾
間
町
赤
野
字
台
一
四
八
三

番
四
ま
で

前

メ
ー
ト
ル

二
四
・
五

　

〜　

九
・
三

メ
ー
ト
ル

三
五
一
・
三

後

一
七
・
〇

　

〜　

九
・
〇

三
五
一
・
三

大
分
県
告
示
第
二
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
一
月
十
六
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供　

用　

開　

始　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県
道
庄
内
久
住
線

竹
田
市
直
入
町
大
字
長
湯
字
長
迫
三
九
一
七
番
六

か
ら

竹
田
市
直
入
町
大
字
長
湯
字
峯
刺
三
八
六
七
番
三

ま
で

令
六
・　

一
・
一
六

大
分
県
告
示
第
二
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
一
月
十
六
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供　

用　

開　

始　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県
道
三
重
新
殿
線

豊
後
大
野
市
千
歳
町
前
田
字
岩
崎
一
二
五
三
番
一

か
ら

豊
後
大
野
市
千
歳
町
前
田
字
岩
崎
一
三
一
六
番
地

先
ま
で

令
六
・　

一
・
一
六

大
分
県
告
示
第
二
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
一
月
十
六
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供　

用　

開　

始　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県
道
赤
根
富
来
浦
線

国
東
市
国
東
町
成
仏
字
赤
根
川
二
九
三
五
番
一
地

先
か
ら

国
東
市
国
東
町
成
仏
字
赤
根
川
二
九
三
七
番
八
ま

で

令
六
・　

一
・
一
六



令
和
六
年
一
月
十
六
日

七

大
分
県
報
（
告
示
・
教
育
委
告
示
）

大
分
県
告
示
第
二
十
四
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

指
定
番
号

指　

定　

位　

置

指
定
年
月
日

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

別
第
五
─
一

号

速
見
郡
日
出
町
字
福
田
一
五
三
一

番
四
及
び
一
五
三
二
番
四
並
び
に

一
五
三
二
番
四
地
先
里
道
並
び
に

一
五
三
一
番
四
地
先
水
路

令
五
・
一
二
・
一
八

メ
ー
ト
ル

六
・
〇
○

メ
ー
ト
ル

七
九
・
五
三

大
分
県
告
示
第
二
十
五
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
大
分
県
立
庄
内
屋
内
競
技
場
の
管
理
に
係
る
事
務
を
次
の
規
約
に
よ
り
由
布
市
に
委
託
す
る
の
で
、
同

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
と
由
布
市
と
の
間
の
大
分
県
立
庄
内
屋
内
競
技
場
の
管
理
に
係
る
事
務
の
委
託
に
関

す
る
規
約

　

（
委
託
事
務
の
範
囲
）

第
一
条　

大
分
県
（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。
）
は
、
大
分
県
立
庄
内
屋
内
競
技
場
の
管
理
に
係
る
事
務
（
以

下
「
委
託
事
務
」
と
い
う
。
）
の
管
理
及
び
執
行
を
由
布
市
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。
）
に
委
託
す
る
。

　

（
経
費
の
負
担
）

第
二
条　

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
要
す
る
経
費
は
、
乙
の
負
担
と
す
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
経
費
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
甲
の
長
と
乙
の
長
が
協
議
し

て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

大
規
模
な
施
設
及
び
設
備
の
修
繕
に
係
る
経
費

　

二　

施
設
と
一
体
と
な
っ
て
機
能
す
る
備
品
の
修
繕
若
し
く
は
改
造
又
は
買
換
え
に
係
る
経
費

　

（
収
入
の
帰
属
）

第
三
条　

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
伴
い
徴
収
す
る
使
用
料
そ
の
他
の
収
入
は
、
全
て
乙
の
収
入
と
す

る
。

　

（
経
理
）

第
四
条　

乙
の
長
は
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
係
る
収
入
及
び
支
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
理
を
明

確
に
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

　

（
連
絡
会
議
）

第
五
条　

乙
の
長
は
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
連
絡
調
整
を
図
る
た
め
、
甲
の
長
と
年
一
回

定
期
に
連
絡
会
議
を
開
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
乙
の
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
甲
の

長
の
申
出
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
連
絡
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
条
例
等
の
制
定
改
廃
に
関
す
る
措
置
）

第
六
条　

乙
が
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
乙
の
条
例
、
規
則
そ
の
他
の
規
程
（
以

下
「
条
例
等
」
と
い
う
。
）
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
乙
の
長
は
、
あ
ら
か
じ
め

甲
の
長
に
情
報
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

乙
が
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
乙
の
条
例
等
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
し
た
と

き
は
、
乙
の
長
は
、
速
や
か
に
当
該
条
例
等
の
制
定
又
は
改
廃
に
つ
い
て
、
甲
の
長
に
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。

３　

甲
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
乙
の
条
例
等
の
制
定
又
は
改
廃

に
つ
い
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
報
告
等
）

第
七
条　

甲
の
長
は
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
乙
に
報

告
を
求
め
、
又
は
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
そ
の
他
必
要
な
事
項
）

第
八
条　

こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
甲
の

長
及
び
乙
の
長
が
協
議
し
て
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
約
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
教
育
委
員
会
告
示

大
分
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公

の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日　

大　

分　

県　

教　

育　

委　

員　

会　



令
和
六
年
一
月
十
六
日

八

大
分
県
報
（
教
育
委
告
示
・
警
察
本
部
訓
令
）

公
の
施
設
の
名
称

指　

定　

管　

理　

者

期　
　

間

指 

定 

年 

月 

日

大
分
県
立
武
道
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
分
市
東
春
日
町
一
番
八
号

　

株
式
会
社
大
宣

　
　

代
表
取
締
役
社
長

朝　

倉　

弘　

美

令
和
六
年
四
月
一

日
か
ら
令
和
十
一

年
三
月
三
十
一
日

ま
で

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七

日

○
警
察
本
部
訓
令

改
め

、
同

項
第

６
号

中
「

第
211条

の
」

を
「

に
規

定
す

る
」

に
、

「
自

動
車

の
運

転
に

よ
り

人
を

死
傷

さ
せ

る
行

為
等

の
処

罰
に

関
す

る
法

律
第

２
条

か
ら

第
６

条
ま

で
の

」
を

「
自

動
車

運
転

死
傷

処
罰

法
に

規
定

す
る

」
に

改
め

る
。

　
第

41条
中

「
、

速
や

か
に

」
を

「
速

や
か

に
」

に
、

「
と

ら
れ

る
よ

う
に

」
を

「
執

ら
れ

る
よ

う
に

、
こ

れ
ら

の
機

関
に

対
し

て
そ

の
旨

を
」

に
改

め
る

。
　

第
54条

第
１

項
中

「
触

法
調

査
又

は
ぐ

犯
調

査
に

関
す

る
書

類
の

様
式

を
定

め
る

訓
令

」
を

「
少

年
警

察
活

動
規

則
の

規
定

に
よ

り
作

成
す

る
書

類
の

様
式

を
定

め
る

訓
令

」
に

改
め

る
。

　
第

61条
第

１
項

中
「

書
面

」
を

「
児

童
通

告
通

知
書

（
様

式
を

定
め

る
訓

令
別

記
様

式
第

37号
の

２
）

」
に

改
め

る
。

　
第

62条
第

１
号

中
「

か
ぎ

」
を

「
鍵

」
に

改
め

、
同

条
第

４
号

に
次

の
た

だ
し

書
を

加
え

る
。

　
　

た
だ

し
、

児
童

虐
待

を
受

け
た

児
童

を
一

時
保

護
し

た
場

合
に

お
い

て
、

児
童

虐
待

の
防

止
等

に
関

す
る

法
律

第
12条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
、

児
童

相
談

所
長

が
当

該
児

童
虐

待
を

行
っ

た
保

護
者

に
対

し
当

該
児

童
の

住
所

又
は

居
所

を
明

ら
か

に
し

な
い

こ
と

と
し

た
と

き
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

　
第

63条
を

次
の

よ
う

に
改

め
る

。
　

（
所

持
物

件
の

措
置

）
第
63条

　
触

法
少

年
事

件
の

証
拠

物
並

び
に

少
年

法
第

24条
の

２
第

１
項

各
号

及
び

第
２

項
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
物

件
に

つ
い

て
は

、
同

法
第

６
条

の
５

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
準

用
す

る
刑

事
訴

訟
法

の
規

定
に

基
づ

き
措

置
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
　

前
項

の
物

件
の

ほ
か

、
少

年
の

非
行

の
防

止
上

所
持

さ
せ

て
お

く
こ

と
が

適
当

で
な

い
と

認
め

ら
れ

る
物

件
を

当
該

少
年

が
所

持
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

と
き

は
、

法
令

の
規

定
に

よ
り

押
収

す
る

場
合

を
除

き
、

所
有

者
そ

の
他

の
権

利
者

に
返

還
さ

せ
、

保
護

者
等

に
預

け
さ

せ
、

当
該

少
年

に
廃

棄
さ

せ
る

な
ど

当
該

少
年

が
当

該
物

件
を

所
持

し
な

い
よ

う
に

注
意

、
助

言
等

を
す

る
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
は

、
第

１
号

様
式

の
受

領
書

を
徴

す
る

な
ど

物
件

の
措

置
の

て
ん

末
を

明
ら

か
に

す
る

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

　
第

70条
を

次
の

よ
う

に
改

め
る

。
　

（
ぐ

犯
少

年
の

送
致

又
は

通
告

）
第
70条

　
ぐ

犯
少

年
の

家
庭

裁
判

所
へ

の
送

致
は

、
活

動
規

則
第

33条
第

１
項

第
１

号
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
行

う
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
は

、
様

式
を

定
め

る
訓

令
別

記
様

式
第

33号
の

ぐ
犯

少
年

事
件

送
致

書
に

よ
り

送
致

す
る

も
の

と
す

る
。

２
　

ぐ
犯

少
年

の
児

童
相

談
所

へ
の

通
告

は
、

活
動

規
則

第
33条

第
１

項
第

２
号

又
は

第
３

号
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
児

童
通

告
書

に
よ

り
行

う
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
急

を
要

し
、

児
童

通
告

書
を

作
成

し
て

通
告

す
る

い
と

ま
が

な
い

場
合

は
、

口
頭

に
よ

り
通

告
し

、
そ

の
内

容
を

記
載

し
た

児
童

通
告

通
知

書
を

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
1
号

警
　

察
　

本
　

部
　

警
　

察
　

学
　

校
　

警
　

　
察

　
　

署
　

　
大

分
県

警
察

少
年

警
察

活
動

規
程

（
平

成
14年

大
分

県
警

察
本

部
訓

令
甲

第
23号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
　

　
令

和
６

年
１

月
16日

大
分

県
警

察
本

部
長

　
種

　
田

　
英

　
明

　
　

第
10条

第
２

項
中

「
、

協
調

」
を

「
及

び
協

調
」

に
改

め
、

同
条

第
３

項
中

「
す

べ
て

」
を

「
全

て
」

に
、

「
か

か
わ

る
」

を
「

関
わ

る
」

に
、

「
か

ん
が

み
」

を
「

鑑
み

」
に

改
め

る
。

　
第

12条
第

３
号

中
「

第
11条

第
２

号
」

を
「

前
条

第
２

号
」

に
改

め
る

。
　

第
13条

第
１

号
中

「
又

は
調

査
主

任
官

等
」

を
「

、
調

査
主

任
官

そ
の

他
の

少
年

警
察

活
動

に
従

事
す

る
警

察
官

」
に

改
め

る
。

　
第

14条
第

４
項

中
「

第
５

号
」

の
次

に
「

ま
で

」
を

加
え

、
同

項
た

だ
し

書
中

「
第

211条
の

罪
に

該
当

す
る

」
を

「
に

規
定

す
る

罪
に

係
る

」
に

、
「

）
第

２
条

か
ら

第
６

条
ま

で
の

罪
に

該
当

す
る

」
を

「
。

以
下

「
自

動
車

運
転

死
傷

処
罰

法
」

と
い

う
。

）
に

規
定

す
る

罪
に

係
る

」
に

改
め

る
。

　
第

16条
第

２
項

中
「

第
４

号
」

を
「

前
項

第
４

号
」

に
、

「
第

５
号

」
を

「
同

項
第

５
号

」
に

改
め

る
。

　
第

17条
第

１
項

中
「

管
内

の
公

園
、

駅
、

風
俗

営
業

の
営

業
所

、
性

風
俗

関
連

特
殊

営
業

の
営

業
所

、
盛

り
場

、
深

夜
に

営
業

す
る

飲
食

店
、

カ
ラ

オ
ケ

ボ
ッ

ク
ス

、
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
そ

の
他

少
年

の
た

ま
り

場
と

な
り

や
す

い
」

を
「

道
路

そ
の

他
の

公
共

の
場

所
、

駅
そ

の
他

の
多

数
の

客
の

来
集

す
る

施
設

又
は

風
俗

営
業

の
営

業
所

そ
の

他
の

少
年

の
非

行
が

行
わ

れ
や

す
い

」
に

改
め

る
。

　
第

33条
第

１
項

第
３

号
中

「
少

年
法

第
22条

の
２

第
１

項
の

」
を

「
故

意
の

犯
罪

行
為

に
よ

り
被

害
者

を
死

亡
さ

せ
た

罪
又

は
死

刑
若

し
く

は
無

期
若

し
く

は
短

期
２

年
以

上
の

懲
役

若
し

く
は

禁
錮

に
当

た
る

」
に



令
和
六
年
一
月
十
六
日

九

大
分
県
報
（
警
察
本
部
訓
令
・
公
告
）

○
公
　
　
　
　
　
告

　

次
の
と
お
り
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

事　
　
　
　

業　
　
　
　

名

着 

手 

年 

月 

日

完 

了 

年 

月 

日

県
営
危
険
た
め
池
緊
急
整
備
事
業

（
柏
野
二
号
地
区
）

平
三
〇
・　

九
・
二
八

令　

二
・　

八
・
三
一

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
た
次
の
者
に
つ
い

て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
な
の
で
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
通
知
の
内
容
を
保
安
林

予
定
森
林
の
所
在
す
る
市
町
村
の
事
務
所
に
掲
示
す
る
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名
及
び
掲
示
場
所

所　

在　

の　

不　

分　

明　

な　

者　

の　

氏　

名

掲　

示　

場　

所

吉
本　

雅
彦

中
津
市
役
所

二　

通
知
の
要
旨

　

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日
付
け
大
分
県
告
示
第
五
百
四
十
四
号
に
よ
り
行
っ
た
森
林
法
第
三
十
条
の

規
定
に
よ
る
通
知

　

次
の
と
お
り
落
札
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

　
　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

　
　

県
立
学
校
児
童
生
徒
・
教
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

大
分
県
会
計
管
理
局
用
度
管
財
課

　
　

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日

　
　

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日

四　

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社　

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
営
業
本
部　

大
分
支
社　

大
分
営
業
部

　
　

部
長　

板　

垣　

隆　

洋

　
　

大
分
市
萩
原
四
丁
目
八
番
七
号

五　

落
札
金
額

　
　

四
千
二
百
二
万
九
千
七
百
三
十
五
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

　
　

一
般
競
争
入
札

七　

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
し
た
日

　
　

令
和
五
年
十
月
十
七
日

事
後

に
送

付
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
第

73条
中

「
と

き
は

」
の

次
に

「
、

法
令

の
規

定
に

よ
り

押
収

す
る

場
合

を
除

き
」

を
加

え
、

「
又

は
当

該
少

年
」

を
「

当
該

少
年

」
に

、
「

、
又

は
第

４
号

様
式

」
を

「
又

は
第

４
号

様
式

」
に

、
「

て
ん

ま
つ

」
を

「
て

ん
末

」
に

改
め

る
。

　
第

76条
中

「
第

２
章

第
３

節
」

を
「

前
章

第
３

節
」

に
改

め
る

。
　

第
78条

第
３

項
を

次
の

よ
う

に
改

め
る

。
３

　
第

１
項

に
規

定
す

る
継

続
的

な
支

援
の

適
切

な
実

施
の

た
め

必
要

が
あ

る
と

き
は

、
保

護
者

の
同

意
を

得
た

上
で

、
学

校
関

係
者

そ
の

他
の

適
当

な
者

と
協

力
し

て
実

施
す

る
も

の
と

す
る

。
　

第
78条

に
次

の
１

項
を

加
え

る
。

４
　

特
定

少
年

に
対

す
る

第
１

項
及

び
前

項
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ら

の
規

定
中

「
保

護
者

」
と

あ
る

の
は

、
「

本
人

」
と

す
る

。
　

第
82条

第
２

項
及

び
第

84条
第

３
項

中
「

書
面

」
を

「
児

童
通

告
通

知
書

」
に

改
め

る
。

　
第

89条
第

１
項

中
「

捜
査

又
は

調
査

を
行

っ
た

」
を

「
送

致
又

は
通

告
の

措
置

を
と

っ
た

」
に

、
「

非
行

少
年

及
び

」
を

「
非

行
少

年
並

び
に

」
に

、
「

第
211条

の
」

を
「

に
規

定
す

る
」

に
、

「
自

動
車

の
運

転
に

よ
り

人
を

死
傷

さ
せ

る
行

為
等

の
処

罰
に

関
す

る
法

律
第

２
条

か
ら

第
６

条
ま

で
の

」
を

「
自

動
車

運
転

死
傷

処
罰

法
に

規
定

す
る

」
に

、
「

及
び

そ
の

他
」

を
「

そ
の

他
」

に
改

め
る

。
　
　
　
附
　
則

　
こ

の
訓

令
は

、
令

和
６

年
１

月
16日

か
ら

施
行

す
る

。


